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見
ら
れ
、
症
状
は
下
腹
部
痛
や
腰
痛
の
ほ
か
、

腹
部
の
張
り
・
吐
き
気
・
頭
痛
・
疲
労
・
脱

力
感
・
食
欲
不
振
・
い
ら
い
ら
・
下
痢
・
う

つ
症
状
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

症
状
の
治
療
に
は

　

症
状
の
多
く
は
、
ピ
ル
な
ど
の
薬
剤
治
療

に
よ
っ
て
軽
減
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ピ
ル
は
、
一
般
的
に
避
妊
目
的
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、
現
在
で
は
れ
っ
き
と
し
た
月
経

困
難
症
の
治
療
薬
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ピ
ル

の
使
用
可
否
は
、
本
人
や
親
族
の
病
歴
・
喫

煙
習
慣
な
ど
で
異
な
り
ま
す
が
、
医
師
に
相

談
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
治
療
法
の
提
案

を
受
け
た
り
原
因
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
が

で
き
、
治
療
の
道
筋
が
見
え
て
、
気
持
ち
が

解
放
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
を
読
ん
で
、「
も
し
か
し
て
」
と
不
安

に
思
う
人
は
、
気
軽
に
当
院
産
婦
人
科
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

生
理
痛
に
つ
い
て

明
治
時
代
と
比
べ
て
約
10
倍
に

　

昨
今
の
生
活
習
慣
の
変
化
に
よ
り
、

昔
に
比
べ
て
初
潮
の
時
期
が
早
ま
っ
て
い

た
り
、
晩
婚
化
に
よ
っ
て
出
産
回
数
が

少
な
く
な
っ
て
い
た
り
す
る
傾
向
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
女
性
が
一
生
の
間
に
経
験
す

る
月
経
回
数
は
、
明
治
時
代
に
は
約
40

〜
50
回
で
あ
っ
た
も
の
が
、
今
で
は
約

４
０
０
〜
５
０
０
回
に
増
加
し
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
生
理
痛
や
経
血
量
が
多

い
な
ど
の
症
状
が
あ
る
人
に
と
っ
て
は
、

身
体
的
・
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
と
な
り
、

仕
事
や
対
人
関
係
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
、
思
春
期
に
は
大
切
な
学
生
生
活
が

憂ゆ
う
う
つ鬱
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

月
経
困
難
症
と
は

　

月
経
困
難
症
と
は
、
生
理
期
間
中
、

月
経
に
よ
っ
て
起
こ
る
日
常
生
活
に
支
障

を
き
た
す
ほ
ど
の
病
的
な
症
状
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
初
経
の
２
〜
３
年
後
か
ら

産

婦

人

科

飯い
い
と
う藤 

弘ひ
ろ
み
つ光 

医
師

掲載内容については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止・変更になる場合があります
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8イベントスケジュール
市内の催し物情報を発信

くらしの情報

Event

13 時 20 分〜 16 時時

所 道の駅「若狭おばま」（和久里）に集合

問 観光ボランティアガイド若狭の語り部 担当 松
ま つ き

木さん
☎︎ 090・2121・5209

22日㊐ もっと知ろう　小浜の歴史と文化④

観光ボランティアガイド「若狭の語り部」による、市民
公開講座の第 4 回は、大型バスを利用した現地研修会
です。国宝の明通寺本堂・三重塔や、神仏習合（混交）
の歴史を持つ若狭神宮寺などを見学し、この地に存在す
る理由などについて学びます。

申 8 月 10 日㊋までに要事前申込。先着 30 人

金 無料

9 時〜 17 時（6 日㊎は 16 時まで）時

金 無料所 市庁舎 市民ホール（大手町）

２日㊊〜6日㊎ つきイチ「バラエティー」

小浜市歌人協会の会員らによる「短歌色紙展」を行います。

問 文化会館☎︎ 53・9700

1日㊐ まちの駅マルシェ

10 時〜時 所 まちの駅（白鬚）

問 まちの駅☎︎ 52・2000

野菜などの販売や、若狭塗箸の端材「ぺっちん」を用いた
作品の展示などを行います。

問 食文化館☎︎ 53・1000

今回は「イタリアの家庭料理」をテーマに、フォカッチャ、
フリッタータ（イタリア風オムレツ）、夏野菜のミネストロー
ネ、ミディトマトのカプレーゼを作ります。

いずれも 10 時〜 13 時時

金 1,000 円

所 食文化館（川崎三丁目）

19日㊍・20日㊎ 食文化館 季節の調理体験

申 3 日前までに要事前申込。先着 16 人

昆虫や植物をかたどったエミール・ガレ、草
く さ ま

間彌
や よ い

生などの芸
術作品のほか、古代の装飾品から現代のフィギュアまで、古
今東西の作品を本物の珍しい昆虫標本とともに展示します。
夏休みに家族で楽しめる美術展です。森に見立てた博物館
内で、“ 昆虫採集 ” や “ 植物観察 ” をしませんか。

7月30日㊎〜8月31日㊋ 嶺南美術展

9 時〜 17 時（入館は 16 時 30 分まで）
※ 7 月 30 日㊎は 12 時〜

時

所 若狭歴史博物館（遠敷二丁目）

問 若狭歴史博物館☎︎ 56・0525

金 一般 600 円、高校生 300 円、小・中学生 200 円

　今年も、市内文化施設をめぐるスタンプラリーを
開催します。今回は、小浜市が今年で市制 70 周年と
なることにちなんで、「昭和タイムトラベル編」と題
し、市制 10 周年（昭和 36 年）前後の小浜の姿や国
内の出来事などに関する展示も行います。
　小浜よっぱらいサバのマスコットが付いた風鈴「さ
ばりん」を目印に、各施設のスタンプを集めながら、
“ タイムトラベル ” を楽しみましょう。

▶と　き　　8 月 31 日㊋まで（各施設の営業時間中）
▶ところ　　鯖街道ミュージアム（広峰）、食文化館
                      （川崎三丁目）、旭座（白鬚）、町並み保
　　　　　　存資料館（鹿島）、山川登美子記念館（千
　　　　　　種一丁目）
                      ※食文化館は水曜、他 4 施設は火曜が定休
▶その他　　５施設全てのスタンプを集めた先着 100
　　　　　　 人には、日本遺産クリアファイルなどの
　　　　　　 景品をプレゼント
▶問い合わせ　　文化交流課☎︎ 64・6034

さばりんスタンプラリー
市内５施設で連携展示

-昭和タイムトラベル編 -

＝時間時 金 ＝料金所 ＝会場

申 ＝申込締切、定員など 問 ＝問い合わせ先、申し込み先

内＝内容

凡例

対＝対象

隊
員
た
ち
の
よ
も
や
ま
日
誌

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
、
日
々
の
活
動
や
感
じ
た
こ
と
を
リ
ポ
ー
ト
！

地
域
が
求
め
る
「
地
域
お
こ
し
」
を

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
就
任
し
、
活
動
拠
点

の
「
海
の
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
志
積
」
の
レ
ス
ト
ラ

ン
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
、
ま
も
な
く
１
年
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
世
の
中
の
変
化
に
悪
戦
苦
闘

し
つ
つ
も
、
新
た
な
学
び
や
挑
戦
も
た
く
さ
ん

あ
る
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

一
方
、
施
設
運
営
に
手
一
杯
で
、「
自
分
は

本
質
的
な
『
地
域
お
こ
し
』
に
貢
献
で
き
て
い

る
だ
ろ
う
か
」
と
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
最
近
に
な
っ
て
、さ
さ
や
か
な
が
ら
、

地
域
貢
献
を
実
感
で
き
た
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
地
元
の
お
母
さ
ま
方
が
、
ラ
ン
チ
で
レ
ス

ト
ラ
ン
を
利
用
し
、
宿
泊
棟
の
共
用
ラ
ウ
ン
ジ

に
遊
び
に
来
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

自
分
が
携
わ
る
施
設
を
、
地
域
の
皆
さ
ま
が

憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
カ

ケ
ラ
ほ
ど
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地
域
の
た
め

に
な
れ
た
気
が
し
て
、
な
ん
と
も
う
れ
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
年
目
は
、
施
設
の
運
営
改
善
に
尽
力
し
つ

つ
、
地
域
の
方
が
本
当
に
求
め
る
「
地
域
お
こ

し
」を
自
分
な
り
に
模
索
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現在、宿泊棟の客室をワークスペースや
読書スペースに利用していただく「お部
屋貸し切りサービス」を検討中です！
詳細は「海のオーベルジュ志積」の I

インス

ns
t

タ グ ラ ム

agram で発信してまいります。

今月号は

徳
とくがわ

川　　 貴
たかふみ

文
がお届けします
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燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

固
定
的
な
考
え
で
は
な
く
柔
軟
に

（27 歳・本保）

　
「
持
っ
て
い
る
技
術
の
全
て
を
使
う
こ
と

で
、
お
客
さ
ま
が
満
足
し
て
く
れ
た
ら
う

れ
し
い
し
、
要
望
に
応
え
ら
れ
た
ら
美
容

師
冥
利
に
尽
き
る
」
と
、
話
す
泉
岡
さ
ん

は
、
同
業
の
母
親
が
経
営
す
る
美
容
院
（
後

瀬
町
）
で
、美
容
師
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

　

泉
岡
さ
ん
は
、
大
阪
府
内
の
専
門
学
校

を
卒
業
後
、
同
府
内
の
美
容
院
で
約
７
年

間
働
き
、
今
年
２
月
に
帰
郷
。「
高
校
生
の

頃
か
ら
、
い
つ
か
母
の
店
で
働
こ
う
と
い

う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
友
だ
ち
の
髪

を
き
れ
い
に
し
た
い
と
も
思
い
、
地
元
に

帰
っ
て
き
た
」
と
、
振
り
返
り
ま
す
。

　

接
客
に
つ
い
て
、「
自
己
満
足
で
は
な
く
、

お
客
さ
ま
の
気
持
ち
を
く
み
取
る
こ
と
が

大
切
」
と
、
話
す
泉
岡
さ
ん
。
髪
を
切
る

長
さ
な
ど
、
顧
客
と
の
間
に
解
釈
の
差
が

生
じ
な
い
よ
う
必
ず
会
話
で
確
認
し
、
相

手
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
ま
す
。

　
「
お
客
さ
ま
が
美
容
師
に
求
め
る
も
の

は
、
技
術
・
癒
や
し
・
楽
し
さ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
勉
強
を
欠
か
さ
ず
、
一
人

ひ
と
り
に
対
し
て
、
固
定
的
な
考
え
で
は

な
く
柔
軟
に
応
じ
、
こ
の
店
で
お
客
さ
ま

を
き
れ
い
に
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
、

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

泉
い ず み お か

岡 未
み く

来 さ
ん

勤務先　h
ヘアー

air C
コ ン フ ォ ー ト

omfort 芸術部　部長

学
年
関
係
な
く
交
流
で
き
る
よ
う
に

（小浜第二中学校３年生）

小
こ に し

西 陽
ひ な か

菜香 さ
ん

　

部
員
の
感
性
が
光
る
絵
画
や
造
形
物
を

制
作
す
る
小
浜
第
二
中
学
校
芸
術
部
で
は
、

１
〜
３
年
生
の
36
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
年
長
児
の
頃
か
ら
絵
を
描
く
の
が
好

き
」
と
話
す
部
長
の
小
西
さ
ん
は
現
在
、

コ
ン
ク
ー
ル
出
品
を
間
近
に
控
え
、
絵
画

制
作
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

　
「
明
る
く
楽
し
く
元
気
よ
く
〜
み
ん
な
が

行
き
た
く
な
る
部
活
〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
る
同
部
。
小
西
さ
ん
は
、「
学
年
関

係
な
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
っ
た
り
、
感
想

を
言
い
合
っ
た
り
し
て
交
流
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」
と
、
話
し
ま
す
。

　
「
部
長
は
大
変
だ
け
ど
、
楽
し
い
し
充
実

し
て
い
ま
す
」
と
、笑
顔
で
語
る
小
西
さ
ん
。

「
昨
冬
に
は
、
部
員
全
員
で
校
内
の
壁
に
鳥

が
羽
ば
た
く
様
子
を
描
い
た
作
品
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、振
り
返
り
ま
す
。

　

同
部
で
は
、
７
月
31
日
㊏
・
８
月
１
日

㊐
に
、
福
井
新
聞
小
浜
支
社
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
（
後
瀬
町
）
で
恒
例
の

「
部ぶ
て
ん展
」
を
開
催
し
ま
す
。
展
示
終
了
後
に

引
退
す
る
小
西
さ
ん
は
後
輩
へ
、「
意
見
を

出
し
合
う
こ
と
で
、
活
気
あ
る
良
い
部
が

で
き
ま
し
た
。
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
、

思
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

目
指
す
か
ら
に
は
「
１
番
」
を

　

３
月
に
金
沢
市
で
行
わ
れ
た
、
全
国
高
校

選
抜
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
。

星せ
い
さ槎
国
際
高
校
・
若
狭
も
の
づ
く
り
美
学
舎

で
学
ぶ
、
本
市
の
杉
谷
さ
ん
は
、
81
㌔
級
ス

ナ
ッ
チ
種
目
で
１
２
３
㌔
の
大
会
新
記
録

を
樹
立
し
、
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
「
自
己
新
記
録
を
更
新
で
き
た
瞬
間
が
、

成
長
を
実
感
で
き
て
楽
し
い
」
と
、
競
技
の

魅
力
を
語
る
杉
谷
さ
ん
。
選
抜
大
会
で
は
、

小
学
５
年
生
か
ら
８
年
間
、
地
道
に
積
ん
だ

努
力
を
信
じ
て
、「
練
習
で
は
成
功
し
た
重

量
。
絶
対
に
挙
げ
ら
れ
る
」
と
強
い
気
持
ち

で
臨
み
、
見
事
栄
冠
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　

選
抜
大
会
で
の
優
勝
後
、「
さ
ら
に
記
録

を
伸
ば
す
た
め
、
階
級
を
１
つ
上
の
89
㌔
級

に
上
げ
た
」
と
、
た
ゆ
ま
ぬ
向
上
心
を
見

せ
る
杉
谷
さ
ん
。
８
月
に
は
、
市
民
体
育

館
（
後
瀬
町
）
で
行
わ
れ
る
全
国
高
校
総
体

（
Ｉイ
ン
タ
ー
ハ
イＨ

）
へ
の
出
場
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

杉
谷
さ
ん
に
意
気
込
み
を
尋
ね
る
と
、

「
Ｉ
Ｈ
で
の
目
標
は
、
ス
ナ
ッ
チ
、
ジ
ャ
ー

ク
と
も
に
１
位
を
取
っ
て
の
『
完
全
優
勝
』。

将
来
は
五
輪
で
メ
ダ
ル
を
取
れ
る
選
手
に

な
り
た
い
。
目
指
す
か
ら
に
は
１
番
上
を
」

と
、
笑
顔
の
奥
に
秘
め
た
強
い
思
い
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

らり！小浜人き
　

若
狭
高
校
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
部

は
、国
立
若
狭
湾
青
少
年
自
然
の
家
（
田
烏
）

や
、
同
校
海
洋
キ
ャ
ン
パ
ス
（
堀
屋
敷
）
が

主
な
活
動
場
所
。
１
・
２
年
生
の
男
女
８
人

が
、
潜
水
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。

　
「
小
さ
い
頃
か
ら
漁
師
に
な
る
の
が
夢
」

だ
と
い
う
、
部
長
の
山
田
さ
ん
。
入
部
動

機
を
「
部
で
は
、
水
中
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を

想
定
し
て
、
冷
静
に
対
処
す
る
訓
練
を
積

む
こ
と
も
で
き
、
将
来
に
生
か
せ
る
と
思
っ

た
」
と
語
り
、「
生
き
物
が
好
き
な
の
で
、

海
中
の
生
物
を
間
近
で
見
ら
れ
る
の
が
楽

し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

同
部
の
歴
史
は
長
く
、
若
狭
高
校
と
旧

小
浜
水
産
高
校
の
統
合
以
前
か
ら
、
両
校

に
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
し
た
。
山
田
さ
ん
は
、

「
歴
代
の
先
輩
た
ち
は
、
地
域
と
積
極
的

に
関
わ
り
、
今
の
代
ま
で
続
い
て
い
る
ア

マ
モ
の
保
全
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
き
た
。

僕
ら
の
周
り
に
は
す
ご
い
人
ば
か
り
で
す
」

と
、
尊
敬
を
込
め
て
語
り
ま
す
。

　
「
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
活

動
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
で

も
地
域
と
関
わ
り
、
地
域
の
方
々
に
親
し
ん

で
も
ら
え
る
部
に
し
た
い
で
す
」
と
、
今
後

の
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

スキューバダイビング部　部長

山
や ま だ

田 和
か ず き

希 さ
ん

（若狭高校 2 年生）

燃えろ！青春！部活道
地
域
の
人
に
親
し
ま
れ
る
部
に

ウエイトリフティング競技でインターハイに出場

（星槎国際高校・若狭ものづくり美学舎 3 年生）

杉
す ぎ た に

谷 優
ゆ う た

太 さ
ん


